
 

全国高等学校日本拳法連盟（JHNKF） 

 

新型コロナウイルス感染症対策について 

 

１、はじめに 

 標記大会について、生徒の安全を第一に考え、出来る限りの感染拡大対策を行い開催致します。 

 開催にあたり、密閉・密集・密接を避け、新しい生活様式に則って実施する為に、以下の大会運営に関わる方

法や競技方法等について提示致しますので、ご理解くださいますようお願い申し上げます。 

 ただし、今後の社会状況により、急遽中止する場合がある事をご了承ください。 

 

２、大会会場への入場および、感染症対策について 

（1）会場への入場者を以下のように制限します。 

【入場の許可について】 

（ア）入場が認められる者 

① 役員・補助員 すべての入場者は 2週間の健康記録表の提出が必要となる。 

※事前に実行委員会が委嘱しており、名簿等で来場予定を把握している者に限る。 

全国高等学校日本拳法連盟役員 （一社）日本拳法競技連盟役員・審判団 

競技役員・運営役員・競技補助員・運営補助員（高校生） 委託業者・医師看護師 

② 選手団 すべての入場者は 2週間の健康記録参加同意書の提出が必要となる。 

※参加申込書に記載のある者に限る。 

   監督 コーチ 出場選手 マネージャー 引率（顧問） オープン参加引率（２名まで可） 

③ 視察 すべての入場者は 2週間の健康記録表の提出が必要となる。 

※事前に大学指導者入場許可申込書を提出し、実行委員会より許可された者に限る。 

   大学日本拳法部関係者（各大学 2名まで）大学生はお断りします。 

④ 事前に視察申請があり、実行委員会より許可された者。 

※すべての入場者は 2週間の健康記録表の提出が必要となる。 

【入場を認めない者】 

⑤ 選手保護者 その他一般の観戦者 

⑥ 「入場が認められる者」に該当するが、必要な申し込みが無い者。 

※あくまでも例外的処置であるため、事前申し込みをしていない者の入場は認めません。 

 

（2）上記①～④の参加者・来場者については大会 2週間前からの「健康記録表（別紙）」の記入を義務付けま

す。 

（3）「健康記録表」と「入場許可書」引き換えます。会場に出入りする場合、「入場許可書」の提示が必要で

す。 

（4）大会当日、受付で「検温」と「健康記録表（大会 2週間前～当日）」（生徒は大会参加同意の署名捺印され

たもの）を提出、入場の可否について判断します。なお、健康記録表は、個人情報漏洩防止策を行い、当連

盟が１ヶ月保管後、破棄します。 

  また、大会終了後２週間以内に、大会参加者から新型コロナウイルス感染陽性者が出た場合、健康記録表

は保健所等に提出を求められることがあります。 

 

【入場をお断りする判断基準】 



・ 大会２週間前からの健康に関して、３７．５℃以上の発熱や健康記録表にある諸症状がある場合。 

・ 健康記録表（生徒は大会参加同意の署名捺印されたもの）が提出されない場合。 

 ・ 当該校が新型コロナウイルス関連による休校となっている者。 

   ※健康記録表にある症状がある、３７．５℃以上の発熱があることが、大会会場へ向かう前に自覚され

た場合は、関係者に連絡を取り、来場を控えてください。 

 ・ 「入場許可書」を持参していない者。 

（5）入場者にはマスク着用（選手と審判員以外は常時）と手指消毒を義務付けます。 

（6）開会式・閉会式は十分なソーシャルディスタンスを取り、全員がマスク着用の状態で行います。 

（7）女子の更衣に関して、更衣室利用の人数を制限します。 

（8）選手の準備運動、ウォーミングアップについては、飛沫の拡散予防の為、声を出さないようにしてください。 

（9）選手はマイボトルを用意して、給水ボトルの共用は避けてください。 

（10）大会役員の注意、指示に従わない場合、大会会場からの退場を命じることがあります。 

 

 

３、大会進行、競技方法、特別ルール等について 

 競技は「日本拳法競技連盟競技規則」に準じて行い、運用については「全国高等学校日本拳法連盟申し合わせ

事項」により行いますが、「日本拳法 新型コロナウイルス感染症対応限定試合様式」を参考に、今大会特別ルー

ルを適用します。 

（1）試合時の飛沫の拡散予防策について 

 ①面金内部にマスクを着用すること。※フェイスシールドは破損する場合があるため不可とする。 

※面への実撃は可。 

 ②「有声の気合い」を控える。 

 ※審判は気合い（有声）の有無に関わらず、有効な技を一本と認める。 

 ※気合い（有声）を頻繁に発する者には注意を与える。（警告としない） 

 ③「組み打ち・寝技」を制限する。 

 ※組み打ち・寝技は、極力、膠着状態を避ける。 

 ※組み合ったと認められる瞬間から 3秒以内の技は有効とする。 

 ※立ち技・寝技に関わらず、3秒以上試合が膠着した場合は主審の見込みを以て試合を中断する。 

 ※「崩し」を含めて「一挙動（ワンモーション）」の組の攻防は可とする。 

【例】  ○組み合った瞬間に膝蹴り（3秒以内なら連打も可）を決める。 

     ○組み合って、瞬時に投げて決める。 

     ○組み合って、膝蹴りで崩してから投げて決める。 

     ○蹴り足を取って、瞬時の返し蹴りで決める。 

     ○タックルで倒して瞬時に決める。 

     ○相手を担ぎ上げての「体制し」で決める。 

     ○その他、有効と認められる技。 

 

（2）審判について 

 ①審判（主審・副審）はフェイスシールドを着用し、笛と旗を使用する。 

 ②主審は極力明確な挙止動作（旗表示）を以て選手を導く。 

 ③気合い（有声）の有無に関わらず、有効な技を一本と認める。 

 ④組み打ちの際は膠着状態を見極め、早めの解除を心がける。 



 ⑤合議の際の位置取りは、主審は定位置、副審は仕切り線上、選手は場外線の外とする。 

 

（3）その他について 

 ①監督、コーチ、試合時に待機している選手やセコンド等については、大声での指示、指導、応援を禁止す

る。また、出場選手も試合中に大声をださない。 

 ②試合前の円陣は禁止する。 

 

 

以上 

《参照ガイドライン》 

 ※公益財団法人 日本スポーツ協会 

 ※大阪高等学校体育連盟発 緊急事態宣言下における大阪高体連主催大会の取り扱いについて 

 ※（一社）日本拳法競技連盟 新型コロナウイルス感染症対応限定試合様式 


